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形式記号 ポンプ容量
㎤/rev

電動機容量
出力 kW

（極数：4P）

タンク容量
L

最高使用圧力
MPa｛㎏f/㎠｝

圧力調整範囲
MPa｛㎏f/㎠｝

出荷時設定吐出し量
L/min 出荷時圧力

MPa｛㎏f/㎠｝

質量
（油含まず）
㎏50Hz 60Hz

ND 89 -200-50

8

0.4
20 3.5｛35｝ 0.8～3.5｛8～35｝

6 7
3.5｛35｝

45

ND 89 -201-50
0.75

11 14 50

ND 81 -301-50

30
7 ｛70｝ 0.8～7 ｛8～70｝

6 7
7 ｛70｝

53

ND 81 -302-50
1.5

11 14 57

ND159Y-302-50
14.8

3.5｛35｝ 0.8～3.5｛8～35｝ 21 25 3.5｛35｝ 60

ND151Y-403-50 2.2 45 7 ｛35｝ 0.8～7 ｛8～70｝ 16.6 20 7 ｛70｝ 73

NDシリーズ　ミニパック

形式記号説明
ND ※ ※ ※ ※ － ※ ※ ※ － 50

1 2 3 4 5 6 7

仕様

1 基本形式
ND：ミニパック

2 ポンプ容量
8：V 8使用（ 8 ㎤/rev）
15：V15使用（14.8㎤/rev）

3 圧力調整範囲
9：0.8〜3.5MPa｛8〜35kgf/㎠｝
1：0.8〜7 MPa｛8〜70kgf/㎠｝

4 ポンプ形式
無記号	：V8A1RX
Y	 ：V15A1Y

5 タンク容量
2：20L
3：30L
4：45L

6 電動機容量
00：0.4 kW－4P
01：0.75kW－4P
02：1.5 kW－4P
03：2.2 kW－4P

ポンプ軸入力曲線
８シリーズ

●ベストコンパクトサイズ（タンク容量：20、30、45L）です。
●�Vシリーズピストンポンプを使用しておりますので、静かで滑らか
な音質です。

特長

15シリーズ

ポ
ン
プ
吐
出
し
量

L/min

圧力 MPa {×10kgf/㎠ }
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5

0
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0.75ｋＷ

ポ
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圧力 MPa {×10kgf/㎠ }
0 1 2 3 4 5 6 7

1ｋＷ
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2.5ｋＷ

1.5ｋＷ

本ユニットへ搭載のVシリーズピストンポンプは、A-8頁を参照ください。

7 デザイン番号
　  （デザイン番号は変更することがあります。）
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塗装色
マンセル 7.5BG4.5/2

取扱い
●�作動油、周囲環境

○粘度グレードISO VG32〜46相当の石油系作動油を使用してください。
石油系作動油以外（水性系、合成油系）の作動油は使用できません。

○粘度範囲15〜400㎟/s｛cSt｝、油温範囲0〜60℃の両条件を満たす範囲で使用してください。
○作動油中の含水量は、0.1%vol以下としてください。
○�作動油の汚染は、機器の故障および寿命低下の原因になりますので、作動油の汚染管理には十分注意し、汚染

度はNAS10級以内を保つようにしてください。
○周囲温度は0〜35℃、周囲湿度は20〜90%RH（結露なきこと）の範囲で、室内で使用してください。

●�始動時
○�試運転時、ポンプ交換時、または６ヶ月以上の休止時には、ポンプ本体のケース油注入口から作動油を注入し、

ポンプケース内に油を充満させてから始動してください。なお、油圧油は、回路で使用する油と同じものを注
入してください。

ND 8※ ND15※
ケース油注入量 ㎤ 300 500

○�全ての油圧回路、電気回路等が運転準備完了していることを確認し、負荷側の油圧回路は、無負荷状態または
アンロード回路にして始動してください。

○�始動の時は、急激に全回転速度を与えずに、初めは電動機の入力スイッチを数回ON−OFFさせ、配管中の空気
を抜いてから連続運転してください。空気が抜けるまで音がでることがありますが、異常ではありません。

○�ポンプの回転方向が、回転方向を示す矢印と同じであることを確認してください。

●電気配線
○ポンプ用電動機側と電源側の相は下記のように結線してください。

電動機側　　　　　　　電源側

電動機回転方向の確認をしてください。逆回転の場合３相のうち２相の結線を入れ替え正しい回転方向にして
ください。

○アース配線は、必ず結線してください。
○元電源にはノーヒューズブレーカおよび漏電遮断器をつけてください。電気定格は、下表の通りです。
○高効率規制対応品であるため、電流値が旧デザイン品より高くなる傾向にあります。
　旧デザイン品からの置換えの際には、配電側の設計にご注意ください。
〈電動機定格表（定格電流値）〉� 許容電圧変動±10%

形式記号
電動機容量
出力 kW

（極数：4P）

定格電流 A 始動電流 A

AC200V（50Hz） AC200V（60Hz） AC220V（60Hz） AC200V（50Hz） AC200V（60Hz） AC220V（60Hz）
ND  89  -200-50 0.4 2.2 2.0 11.1 10.7 11.8

ND  89  -201-50
0.75 4.2 3.6 28.0 25.0 28.0

ND  81  -301-50

ND  81  -302-50
1.5 6.8 6.4 6.0 46.6 41.0 45.1

ND159Y-302-50

ND151Y-403-50 2.2 10.6 9.4 9.2 96.0 81.0 89.1

●�運搬
運搬する時は、吊り用のアイボルトを使用してください。

●�設置
定置形ですので、振動のない水平な所に設置してください。

●�補用品
ポンプ本体を除く部品はコンタクトセンターに手配ください。

U ──── R
V ──── S
W ──── T
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外形寸法図

446

71

296

17062

31
6

30
0

26
8

470
450

吐出し量調整ネジ
（右回転で吐出し量減少）
六角棒レンチ用穴：３
ロックナット六角平：１０

圧力調整ネジ
（右回転で圧力上昇）
六角棒レンチ用穴：６．５
ロックナット六角平：２７

Ｒｐ⅜（ビニルキャップ）T

（高圧プラグ）
タンクドレン口　Ｒｃ½

223

ケース油注入口
（試運転前に作動油を補給してください）
（ｍａｘ ３００ｃｍ３）

74
配線方法：端子台接続
サイズ　Ｕ，Ｖ，Ｗ：Ｍ４
　　　　　   Ｅ：Ｍ５

配線穴 φ２２ Ｒｐ⅜T
（ビニルキャップ）

60

273

26
1
43
2

Ｒｃ⅜（樹脂プラグ）P

赤線 １７Ｌ
下限

黄色 ２０Ｌ
上限

3

5

6

42

1

注　意　銘　板

ユニット銘板
OIL HYDRAULIC UNIT

ND89－200－50

Rc½

M6

3

4

5

1

0.4kW-4P

20L

T T P
Rp⅜Rp⅜ Rc⅜

2

油圧回路図 使用機器
部番 名　　称 部番 名　　称

1 オイルタンク20L 4 油　面　計
2 サクションストレーナ 5 注油口兼エアブリーザ
3 モータポンプ 6 圧　力　計
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M

Rc½

½
B

Rp⅜Rp⅜ Rc⅜

2

6

3

4

5

1

T T P

30L

外形寸法図

注　意　銘　板

ユニット銘板
OIL HYDRAULIC UNIT

20450
A

74E F

31
6

30
0

26
8

446 296

B

D

C

27 （樹脂プラグ付き）

配線方法：端子台接続
サイズ　Ｕ，Ｖ，Ｗ：Ｍ４　Ｅ：Ｍ５

配線穴

黄線　G
赤線　H

（高圧プラグ付き）
タンクドレン口 Rc½

試運転前に作動油を補給してください

（右回転で流量減少）
ロックナット（六角平10）

（右回転で圧力上昇）
ロックナット（六角平27）

（樹脂プラグ付き）

3

5

6

4

2

1

Rp⅜（樹脂プラグ付き）TRp⅜T

Rc⅜P

圧力調整ねじ
（六角棒レンチ用穴6.5）

吐出し量調整ねじ
（六角棒レンチ用穴3）

ND8※－※※※－50

形　　　式 電動機 配線穴 A B C D E F G H

ND89-201-50
0.75kW-4P G³⁄₄ 470

461 261 341

62 170

20L 17L

ND81-301-50 541
341

421
30L 24L

ND81-302-50  1.5kW-4P φ27 493 587 431

油圧回路図 使用機器
部番 名　　称 部番 名　　称

1 オイルタンク 4 油　面　計
2 サクションストレーナ 5 注油口兼エアブリーザ
3 モータポンプ 6 圧　力　計
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外形寸法図

注　意　銘　板

ユニット銘板
OIL HYDRAULIC UNIT

（樹脂プラグ付き）
配線方法：端子台接続
サイズ　Ｕ，Ｖ，Ｗ：Ｍ４　
　　　　　　Ｅ：Ｍ５

φ２７配線穴 （樹脂プラグ付き）

試運転前に作動油を補給してください

タンクドレン口　Rc½（高圧プラグ付き）

黄線　D
赤線　E

5

4

3

6

2

1

Rp¾T Rp½DR

Rc⅜P

Rc⅜

（高圧プラグ付き）

（樹脂プラグ付き）
P

570
590

33
6

32
0

27
0

90 330 104

A

566

266
185

B

C

（右回転で流量減少）
ロックナット（六角平17）

（右回転で圧力上昇）
ロックナット（六角平27）

圧力調整ねじ
（六角棒レンチ用穴6.5）

吐出し量調整ねじ
（六角棒レンチ用穴5）

ND151Y－403－50

M

Rc½

3

4

5

1

Rp½Rp¾ Rc⅜Rc⅜
T DR PP

6

¾
B

2

形　　　式 電動機 A B C D E

ND159Y-302-50  1.5kW-4P 527 371 281 30L 21L

ND151Y-403-50  2.2kW-4P 622 466 366 45L 36L

油圧回路図 使用機器
部番 名　　称 部番 名　　称

1 オイルタンク 4 油　面　計
2 サクションストレーナ 5 注油口兼エアブリーザ
3 モータポンプ 6 圧　力　計




